
チュートリアル



python 覚えてますか?
次のソースコードは正しいですか？ 
（1～4の各数値の和を求める） 
 
 
 
 
 
 
 
 



python 覚えてますか?
正しいのはこんな感じ！  
 
 
 
 
 
 
 
何が違う？ 
 
 
 
 



環境を設定しよう
ark4サーバー上でpythonのプログラムを動かします． 

使用エディタの例： 
○vi 
・・・サーバー上でファイルを編集. やや扱いが難しい．  
○端末で記述してサーバーにアップロード  
・・・難しくないが、効率的でもない  
○Dropbox上でプログラムを書く。  
・・・自動で更新される． 
○eclipse（sshプラグインを入れてサーバー上のファイルを編集）  
・・・複数ファイルの扱い、デバッグしやすさが利点。 

自分のホームにディレクトリ(tutorial)，その下にさらにディレクトリ(day1)を作成 
mkdir tutorial 
cd tutorial/ 
mkdir day1 

day1ディレクトリ内にtest.pyを作成 
 
 
 



基本その1
変数の宣言、代入、標準出力 
a = 0 
print a 

2変数の演算  
b = 3 
print a + b 

文字列の宣言、出力  
c = “Hello world!” 
print c 
d = c + “" 



練習問題

1. (12345679 × 9)の結果を出力せ
よ． 

2. (12345679 × 18)の結果を出力
せよ。



基本その2（制御構造）
ifステートメント 
if d is “Hello world!”: 
    print “¥(¥^o¥^¥)”#エスケープシーケンス 

forステートメント 
L= [ 'Toyota', 'Nissan', 'Honda' ]#後述のリスト  
for l in L:  
     print l 

whileステートメント 
i = 3 
while 0 < i:       
    print i 
    i -= 1



練習問題
1. 「12345679 × (9 × i)」 を、  
iを1～10まで増やしながら出力せよ
(for構文, range関数) 

2. 上記問題をwhile文で記述せよ



基本その3（データ構造）
リスト 
L2 = [‘a’, ’b’, ’c’] 
print L2[1] 
L3 = [[1, 2, 3], [4, 5, 6], [7, 8, 9]] 
print L3[1][2]  

辞書型 ※key値とvaueの対応をとったデータ構造。  
dic = {}  
dic[“yaruki”] = 0 
dic[“nemuke”] = 100 
print dic[“yaruki"]  



練習問題
1. range関数で1～9までの要素が格納されたリストを作成
せよ． 

2. 上記のリストをfor構文で一つずつ要素を取り出し出力せ
よ． 
また、各要素に64を加算した結果をchr関数に渡して出力せ
よ． 
※print chr(1 + 64) の1の部分をリストの要素にする． 

3. keyが各自の名前、valueが各自の年齢を格納する辞書を
作成せよ．



基本その4（関数）
method.pyを作成 

関数：一部の機能を切り出す. 
def square(x): 
    return x * x 
 
print square(2) 

デフォルト引数（引数の値の初期値を決定） 
def foo(a, b = 10, c = 100): 
    return a*b*c 
print foo(10)  
 



練習問題
受け取った引数（文字列）に 
”さん素敵！”を付け加えて出力する
関数greatを作成せよ． 

参考：上記の関数を 
無名関数（ラムダ式）で作成せよ．



情報共有について
slackの利用(英語です） 

各自がチャネルを持ち、質問や問題の答えを投稿
してください． 

url :  
https://arakilabtutorial.slack.com/ 

まず招待します． 
各自受信メールを確認してください．

https://arakilabtutorial.slack.com/


slackと画面の見方
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言語処理100本ノック
東北大学の研究室が用意した問題 

全部自力でできるようになれば力がつきま
す。 
 
 
 



slackへの答えの投稿
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今後の予定
今後の予定： 
2週目：第１章 
3週目：第２章 
4週目：第３章 
5週目：第4章 
6週目：今までの復習、質問 
7週目：今までの復習、質問 
※６月終わりに４章まで終わらせるペース 
※ジェプカ先生等が研究の進め方に関して話す日が 
　入る可能性があります． 
以降、 
１章２週のペースで進め、10月には全部終わらせるよう遣って行きます．


